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健
康
で
住
み
よ
い

-
う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
町
づ
く
り
に

四
億

塩
ケ
森

総
額
四

十

平
成
三
年
度
の
当
初
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
三
月
定
例
町
議
会
は
、
三
月

十
三
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
十
日
間
に
わ
た
っ
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
総
額
四
十
四
億
一
千
万
円
余
り
の
平
成
三
年
度
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
川
内
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
基
金

条
例
の
制
定
な
ど
二
十
二
議
案
等
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

当
初
予
算
か
ら
順
を
追
っ
て
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-・・圃-

般
会
計

平
成
三
年
度
予
算
(
第
一
表
)
の

六
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
一
般

会
計
は
、
総
額
二
十
九
億
九
千
八
百

万
円
で
前
年
度
に
比
較
し
て
十
八
・

四
パ
ー
セ
ン
ト
増
と
な
っ
て
い
ま

す。

歳

入

歳
入
予
算
は
、
町
税
が
二
十
七

七
パ
ー
セ
ン
ト
、
地
方
交
付
税
が
三

十
四
・
七
パ

ー
セ
ン
ト
で
、
全
体
の

六
十
二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、

大
き
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
、
県
の
支
出
金
は
、
十
六
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
と
少
な
い
割
合
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
今
後
補
正
予
算
を
通

し
て
追
加
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

~ 

』圃d

歳

出

歳
出
予
算
は
、
目
的
別
で
は
農
林

水
産
業
費
に
二
十
一
・
六
パ

l
セ
ン

園田・・・・

千

q
，u
 

万

平成三年度

当初予算

円

「
ふ
る
さ
と
の
森
」

ト
と
最
も
多
く
の
予
算
が
編
成
さ
れ
、
土
木

費
、
総
務
費
、
教
育
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す。
こ
れ
ら
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
経

常
的
な
経
費
は
で
き
る
だ
け
抑
制
し
、
長
期 完成間近いカントリーエレベーター

整
備
な
ど

平成 3年度会計別予算の状況(単位;千円)

会計別 本年度 前年度 比較 増(減%家) 構(成%比) 繰入金 繰出金[

一般会計 2，998，000 2，533，000 465，000 18.4 68.0 142，478 108，8411 

E国 保 534，442 552，680 ム 18，238 ム 3.3 12.1 24，300 

老人保健 724，547 689，057 35，490 5.2 16.4 36，540 4 

簡易水道 153，800 138.200 15，600 11.3 3.5 48，000 

s 、 計 4.410.789 3，912，937 497，852 12.7 100.0 251，318 108，845 
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的
展
望
に
た
っ
た
健
康

で
住
み
よ
い
環
境
づ
く

り
、
う
る
お
い
と
安
ら

ぎ
の
あ
る
町
ゃ
つ
く
り
の

た
め
に
経
費
を
重
点
的

に
配
分
し
、
「
人
と
緑
の

活
動
タ
ウ
ン
か
わ
う

ち
」
の
実
現
を
積
極
的

に
推
進
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
主
な

も
の
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。

当 初 予 算 の 推 移

性質別薦入予算の状況
28億9，800万円
財源 | 依存

4・
， 

3
年
度

性質別歳出予算の状況
維持修繕費 (19%) 扶助費 (12%)

繰出金 (3.6%) ¥ /， その他(1.l%)

2
年
度

冗
年
度

日
年
度

位
年
度

源

税(1.8%)

5，600万円

子割交付金 (0.8%)

2，500万円

ゴルフ場利用税交付金(0.7%)

2，100万円

自 動 車 取 得 税 交 付 金(0.9%)

2， 700万円

交付税 (34.7%)

10億4，000万円

交通安全対策特別交付金 (0.1%)

200万円

支出金(3.7%)

l億1，130万8千円

支出金(12.8%)

3億8，369万8千円

債(4.0%)

l億1，930万円

員オ

与譲方

方

庫

地

地

県

町

手リ

国

主

税 (27.7%)

8億2，900万4千円

分担金及び負担金 (2.9%) 

8，591万5千円

使用料及び手数料 (2.0%) 

5，879万7千円

収入(1.1%)

3，433万 1千円

金 (0.0%)

37万 5千円

入金 (4.7%)

1億4，247万8千円

越金 (0.4%)
1，075万 l千円

入(1.7%)

5，104万3千円

自

産

付

収

町

財

繰

繰

諸

寄

人件費
(242%) 

-
般
会
計

目的別歳出予算の状況

一回司・..司・F司・F 司・F司F・・F 圃 咽'

農林水産業費 衛生費 民生費 総務費 議会費ほか

語 録議M 五思 ~ 
6f意4，779万8千円 2億6，273万8千円 2f意9，392万8千円 3億7，821万l千円 11:意6万9千円

(21. 6 %) (8.8%) (9.8%) 02. 6 %) (3.3%) 

公債費 教育費 消防費 土木費 商工費

金李 態重 錯 袋詰 匡艶
3億866万9千円 3f意1，807万9千円 l億2，752万7千円 3f意8，593万5千円 11意7，504万6千円
00. 3 %) (10.6%) (4.3%) 02. 9 %) (5.8%) 
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平成3隼渡傘な事業 (普遜建設事業J

2，100万河

34意1，55175'符

4，107万判

8，4'30 Af'F号

2，1'11才万2千符

882万4千河

484万 7千f!J

1，2部 7雲洞

480万河

650 75;拘

60 75 5乎何

3，739ヌ:f5乎悶

4，310751千f!J

6，950 Af'阿
1，3172万阿

699万5千内

460万問

1億 5，718755千河

11意7，615万f!J

249万 6千符

200万問

960万問

2，407756千問

480万内

九;67]5"1'-問

自主2759千悶

0茶室主束中将:線改良工事

C関湯量華僑毒事業(幾港会)

O事事選祭綴事業

0ヲ記事申鳥の子線、 重量中村部総線

Oi商事事ポンプ良重台本織入ほか

0行革案省幹線設儀愛新工事

onr営林綾備事業

0滞納ヨミ;1.':邑テイ広場整備

O量子商務児童公嵐哲華街建築

0有線放まき施設工事

011桑軍事務官証言受工事

。清掃センター施設工事

。カン トりーエレベーター設霞毒草案補助金

。高速昏動車道関沼型産鋳対策事業

0土地改良事業務効金

。農林業地域改善対策事業

O観光績工事務食費

0塩ケ森Jふるさとの森j整備管理nt
0滋務横梁新設改良事業

0公営住宅費

0::1震雪量公髄補修費量{総工事

。都市下水路事長翁

。教務総数(幼・ 4、.+)警告儀事業

O勤労者体育センター聖書備

0災害害復細書聖

。その他事業'(9件)

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

主
と
し
て
自
営
業
の
人
な
ど
が
加

入
し
て
い
る
国
保
会
計
は
、
第
一
表

の
と
お
り
、
総
額
五
億
三
千
四
百
四

十
四
万
二
千
円
で
昨
年
よ
り
三
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
の
減
額
予
算
で
、
こ
れ

は
近
年
被
保
険
者
数
が
減
少
し
た
こ

と
や
高
額
医
療
費
な
ど
が
安
定
し
て

推
移
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の

で
、
こ
の
ま
ま
医
療
費
が
推
移
し
た

場
合
に
は
、
今
後
大
き
な
補
正
も
な

い
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

老
人
保
健

特
別
会
計

簡
易
水
道

特
別
会
計

七
十
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
が
加

入
し
て
い
る
こ
の
会
計
は
、
総
額
七

億
二
千
四
百
五
十
四
万
七
千
円
で
、

昨
年
よ
り
三
千
五
百
四
十
九
万
円
の

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
会

計
も
検
診
等
の
影
響
で
医
療
費
が
安

定
し
て
推
移
し
て
お
り
、
大
き
な
変

化
も
な
い
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す。

町
内
の
大
部
分
の
家
庭
に
安
定
的

に
飲
料
水
を
供
給
し
て
い
る
こ
の
会

計
の
予
算
は
、
総
額

一
億
五
千
三
百

八
十
万
円
で
昨
年
よ
り
一
千
五
百
六

十
万
円
の
増
額
で
す
。
こ
れ
は
、
国

道
バ
イ
パ
ス
・
四
国
縦
貫
自
動
車
道

工
事
に
伴
う
支
障
移
転
工
事
費
と
、

水
源
地
の
異
常
事
態
を
通
報
す
る
警

報
装
置
設
置
費
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す。
一
方
飲
料
水
は
、
最
近
の
生
活
様

式
の
変
化
や
人
口
増
に
よ
り
、
年
に

十
パ

ー
セ
ン
ト
の
伸
び
を
み
て
お

り
、
限
り
あ
る
水
資
源
確
保
も
緊
急

の
課
題
で
す
が
、
各
家
庭
に
お
け
る

節
水
対
策
も
今
後
の
課
題
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。議

案

川
内
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り

推
進
基
金
条
例

町
と
住
民
が
ふ
る
さ
と
の
特
性
を

活
か
し
た
個
性
と
魅
力
あ
る
ふ
る
さ

と
や
つ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
国
の

財
政
措
置
に
基
づ
き
川
内
町
ふ
る
さ

と
づ
く
り
推
進
基
金
ご
億
円
)
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

川
内
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

公
営
住
宅
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
入
居
者
の
収
入
基
準
額
の
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
条
例
の
改

正
で
、
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
廃
棄

物
の
処
理
業
務
に
従
事
す
る
職
員

に
、
月
額
四
千
五
百
円
を
超
え
な
い

4直

範
囲
で
手
当
を
支
給
す
る
よ
う
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

川
内
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

町
長
部
局
と
教
育
委
員
会
の
職
員

数
の
調
整
を
行
う
た
め
、
職
員
定
数

条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

各
部
局
の
定
数
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

4 

任命権者 別 定 数 詞

部 局 現 行 改 正 増 滅

町長部局 8 6 9 0 4 

議 ぷj} 2 2 

選挙管理委員会 l l 

農業委員会 2 2 

計 9 1 9 5 4 

教育委員会 3 5 3 1 ム 4

ぷに与ヨ 計 126 126 

川
内
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

生
活
様
式
の
変
化
に
よ
る
急
激
な

水
需
要
の
増
大
と
施
設
の
老
朽
化
対

策
及
び
、
下
水
道
業
務
の
円
滑
な
促

進
を
は
か
る
た
め
、
水
道
課
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
又
、
地
域
開
発
課
が

-・



建
設
課
に
、
産
業
振
興
課
が
産
業
課

に
、
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

第
三
期
山
村
振
興
農
林
漁
業
対
策
事

業
板
屋
ノ
子
地
区
圃
場
整
備
工
事
請

負
変
更
契
約
の
締
結

板
屋
ノ
子
地
区
闘
場
整
備
工
事
に

床
版
橋
二
箇
所
を
追
加
し
た
た
め
、

変
更
契
約
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
元
年
度
地
方
改
善
施
設
整
備
事

業
市
場
吉
久
線
道
路
改
良
第
一
工
区

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

市
場
吉
久
線
道
路
改
良
第
一
工
区 P 

工
事
の
請
負
契
約
に
減
額
が
生
じ
た

た
め
、
変
更
契
約
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
元
年
度
地
方
改
善
施
設
整
備
事

業
市
場
吉
久
線
道
路
改
良
第
二
工
区

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

市
場
吉
久
線
道
路
改
良
第
二
工
区

工
事
の
請
負
契
約
に
増
額
が
生
じ
た

た
め
、
変
更
契
約
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
二
年
度
地
方
改
善
施
設
整
備
事

業
市
場
吉
久
線
道
路
改
良
第
一
工
区

工
事
請
負
契
約
の
締
結

事
業
量

府高

ロ貝

六
メ
ー
ト
ル

延

長

四
百
二
十
メ
ー

ト
ル契

約
金
額

五
千
二
百
五
十

三
万
円

平
成
二
年
度
地

方
改
善
施
設
整

備
事
業
市
場
吉

久
線
道
路
改
良

第
二
工
区
工
事

請
負
契
約
の
締

結
事
業
量

幅

員

，、

. 

六
メ
ー
ト
ル

延

長

二

百

七
十
五
メ
ー
ト
ル

契
約
金
額

二
千
六
百
六
十
七
万

七
千
円

平
成
二
年
度
地
方
改

善
施
設
整
備
事
業
市

場
吉
久
線
道
路
改
良

第
三
工
区
工
事
請
負

契
約
の
締
結

事
業
量

幅

員
六
メ
ー
ト
ル

延

長四
百
四
十
九
・
三
メ
ー
ト
ル

契
約
金
額

一
億
九
百
十
八
万
円

町
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止
に
つ
い

て
町
道
路
網
を
再
編
成
す
る
た
め

に
、
西
中
村
西
組
線
ほ
か
十
六
路
線

を
認
定
し
、
曲
里
線
ほ
か
九
路
線
を

廃
止
し
ま
し
た
。

川
内
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同

意
森
房
義
委
員
の
辞
任
に
伴
い
、
後

任
に
河
之
内
音
田
の
佐
伯
清
明
氏
の

任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

い
て高

須
賀
鶴
男
氏
が
、
五
月
三
十
一

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た
め

続
い
て
高
須
賀
氏
を
人
権
擁
護
委
員

候
補
者
と
し
て
推
薦
し
た
も
の
で

す。
こ
の
ほ
か
、
陳
情
一
件
、
報
告
二

件
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
旨
採

択
又
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算

補
正
予
算
は
平
成
二
年
度
の
最
終

補
正
で
、
国
や
県
の
補
助
事
業
費
の

J 

新しく配備予定の消防ポンプ自動車

確
定
に
よ
る
調
整
と
、
好
調
景
気
持

続
の
中
で
地
方
交
付
税
の
財
政
措
置

等
に
よ
り
、
こ
れ
を
財
源
と
し
て
目

的
基
金
へ
の
積
立
て
等
が
主
な
も
の

で
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
(
第
四
号
)

マ
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金

一
千
二
百
七
十
九
万
九
千
円

マ
総
合
運
動
公
園
建
設
基
金

一
億
四
千
六
百
二
十
五
万
円

マ
町
債
管
理
基
金

二
千
九
百
四
十
四
万
九
千
円

マ
教
育
施
設
整
備
基
金

一
億
円

マ
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
基
金一

億
円

マ
財
政
調
整
基
金二

億
六
千
五
百
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

(
第
二
号
)

マ
財
政
調
整
基
金

五
千
三
百
万
円

老
人
保
健
特
別
会
計
(
第
二
号
)

マ
医
療
給
付
費

七
千
三
百
万
円

簡
易
水
道
特
別
会
計
(
第
四
号
)

マ
簡
易
水
道
施
設
費

二
十
万
円

等
が
主
な
内
容
で
す
。

-5一



一
川
町
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配
列
引
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1

1

仁川
i
I
1
1

パ
計
」

a
E

岬

い

4

4

|

一録一

一

-
at----開園・
・・・
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・剤

一

:

。

ぉ

頭

中

島

七

兵

衛

翁

一

明

一

お

地

蔵

さ

ん

の

古

戦

場

一蹴
一

Aa圃
圃
・

・

・

一

一本物語
ω
ヨ
許
認
地
蔵
さ
ん
豆
土
谷
旧
街
道
コ
ド
峠
を
東
へ

一一
百
落
出
の
ト
ン
ネ
ル
か
ら
左

汗

幽

園

田

一

o
「
ハ
メ
ガ
、
比
フ
」
の
古
戦
場

E

メ
ー
ト
ル
程
下
る
と
、
道
警

一基
へ
旧
国
道
を
行
く
と
二
一
一方

げ

岨

凶

園

圃

圏

一

月
休
、
と
三
か
所
あ
る
。
い
づ
れ
も
の
お
地
蔵
様
が
お
杷
り
し
て
あ
る
。
を
川
で
固
ま
れ
た
岬
の
よ
う

一
ソ)
-

e

脇
田
園
圃
園
圃
圃
・四
岨圃

同

…
お
眠
中
島
七
兵
衛
翁
土
谷
の
お
城
、
(
現
在
の
部
落
差
中
は
政
の
頃
訟
の
国
(
徳
島
県
)
な
と
こ
ろ
へ
出
る

o
T
れ

恥
翻
割
蝿
圃
空

島
七
兵
衛
翁
(
屋
号
茶
七
・
文
政
頃
の
藍
商
人
が
集
金
の
帰
途
、
こ
こ
で
頭
に
似
て
い
る
の
で
人
々
は
由

一
私
選
圃

l
f闘
盟
国
国
園

叫

…
土
谷
に
は
農
業
用
郡
安
の
人
)
の
築
堤
で
あ
九
吾
、
一
強
盗
に
襲
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
六
メ
ガ
シ
ラ
」
と
呼
ん
で

一川
一
齢

明

蝿

櫨

明

週

一
t
 

…
け

は

は

門

川

崎

ー言
、
今
の
バ
ス
停
語
、
前
小
危
う
く
難
は
免
れ
た
も
の
の
、
こ
い
る
。
背
こ
こ
に
小
城
島

山

B
E型
自

-
a------BEE-」
谷
に
、
築
堤
の
構
想
が
あ
っ
こ
は
、
危
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
が
築
か
れ
て
い
て
「
ハ
メ
ガ
ム
:
臨
闘
盟
国
田
園
閥
単
樋
田
園

出

一
越
圃
・
・
・
圃
国
一

た
が
こ
れ
は
未
着
手
に
終
う
の
で
そ
の
後
、
露
商
人
た
ち
は
シ
ラ
城
」ま
た
は
「亀
甲城
」
言

広
幽
圃
圃
園
調
野
園
-
…

二

品

開

園

・

・

曹

盟

一
わっ
た
。
人
々
は

「茶
七
の
こ
こ
に
地
撃
を
安
置
し
て
旅
人
た
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
対
岸
の

一
-
函

園

田

j
ぃ
「
務
理

叩

一

弘
幽
圃
圃
・
・
ヲ
幽
臨

池
一
お
じ
さ
ん
の
造
っ
た
池
」
と
ち
の
安
穏
を
祈
っ
た
と
い
う
。

丸
山
の
砦
、
と
交
戦
し
、
無
「
」j
闘
闘
内
同
慰
胤
欝
踏
底
捜
盛

一

二
一
盛
圃
圃
圃

J
f
j
閣

竺
言
っ
て
遺
徳
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し
の
ん
で

Zo

-
-
E圃
圃
闇
圃
題
調
理
問

1

・M
割
舗
悶
路
端
噂
]」

惨
に
も
敗
退
し
た
。
そ
れ
以
来
一

一
髄

圃

圏

圃

F
随

鋪

岨
一

重

五

郎

園
田
園
開
湖
繍
噂

l
，
i
閣
鱗
雌
蜘
開
謝
一

夜
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夜
な
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無
し
馬
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俳
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す
…

;
臨
園
掴

E
E一号
一

圃
圃
瞳
圃
限
額
損
ー持

号

、

明

週

間

最

臨

一

る

等
と
伝
え
ら
れ
る
。

今
は無

u

ニ

船

田

園

設

一

さ

ん

の

桜

圃

圏

躍

較

議

執

筆

竺
い
が
川
岸
の
竹
薮
は

「い
ら
ず
…

蕗
圃
圃
圃
一
一
一
(
土
み

一
土
谷
重
五
郎
さ
ん
は
旧
国

掴

園

署

喝

載

容

義

望

む

ι即
一

の
薮
」
と
呼
ば
れ
て
人
々
は
近
目

盛
圃
園
圃
園
一
，
一

時
一
道
開
通
後
、
初
代
の
道
路
工

画
期

繍

「

穴

割

安
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i
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つ
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・

・
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同和教育

ii裁
嬰護主

同
和
対
策
事
業

特
別
措
置
法
に
つ
い
て

昭
和
四
十
年
八
月
十
一
日
、
同
和

対
策
審
議
会
は
、
「
同
和
地
区
に
関
す

る
社
会
的
お
よ
び
経
済
的
諸
問
題
を

解
決
す
る
た
め
の
基
本
的
方
策
」
に

つ
い
て
答
申
し
ま
し
た
。

答
申
は
そ
の
前
文
の
中
で
、
部
落

問
題
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
ま
す
。

「
同
和
問
題
は
、
人
類
不
遍
の
原

理
で
あ
る
人
間
の
自
由
と
平
等
に
関

す
る
問
題
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
に

保
障
さ
れ
た
、
基
本
的
人
権
に
か
か

わ
る
課
題
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
れ
を
未
解
決
に
放

置
す
る
こ
と
は
、
断
じ
て
許
さ
れ
な

い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
早
急
な
解
決

こ
そ
、
国
の
責
務
で
あ
り
、
同
時
に

国
民
的
課
題
で
あ
る
。
」

こ
の
よ
う
に
行
政
の
責
任
を
明
ら

か
に
し
、
国
民
す
べ
て
に
か
か
わ
る

問
題
と
と
ら
え
た
こ
と
は
、
大
き
な

進
歩
で
あ
り
、
重
要
な
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
昭
和
四
十
四
年

七
月
十
日
、
同
和
対
策
事
業
特
別
措

置
法
が
制
定
さ
れ
、
同
日
付
げ
で
、

公
布
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
特
別
繕
遺
言
、
「
同
和
蓮
墨
田
重
未

の
同
標
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
同
和

地
区
に
お
け
る
経
済
力
の
培
養
、
住
民
の

生
活
の
安
定
お
よ
び
福
祉
の
向
上
等
に
寄

与
ず
る
こ
と
」
を
向
的
と
し
た
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は

)
 
l
 

(
 
生
活
環
境
の
改
善

部
落
差
別
の
結
果
対
象
地
域
の
環

境
は
、
よ
く
な
い
状
態
の
ま
ま
置
か

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
住
宅
の
建

設
を
中
心
に
、
道
路
、
下
排
水
路
の

整
備
、
道
路
体
系
の
確
立
な
ど
の
対

策
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

ω 
福
祉
、
保
健
に
対
す
る
対
策

対
象
地
域
で
は
差
別
の
結
果
、
以

.. 
‘ 

-. 

前
は
不
安
定
な
職
業
に
つ
い
て
い
る

人
が
多
か
っ
た
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
生
活
保
護
率
が
高

く
、
こ
と
に
高
年
令
の
人
の
健
康
状

態
は
、
ょ
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
児
童
福
祉
、
老
人
福
祉

な
ど
の
対
策
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

。)

産
業
、
職
業
に
関
す
る
対
策

部
落
差
別
に
よ
り
、
対
象
地
域
住

民
の
職
業
選
択
の
自
由
は
大
き
く
侵

害
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
対
象
地
域
の

あ
ら
ゆ
る
生
活
面
に
低
位
な
実
態
と

し
て
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
、
就
職

の
機
会
均
等
を
保
障
し
、
広
く
一
般

産
業
へ
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
、

職
業
訓
練
な
ど
就
業
の
安
定
の
諸
対

策
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
他
、
教
育
ゃ
、
人
権
擁
護
に

関
す
る
対
策
な
ど
の
方
策
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
三
ヶ
年
延
長
さ
れ
ま

し
た
が
、
完
全
解
放
ま
で
至
ら
ず
、

昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
、
「
地

域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
」
に
受
け

継
が
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
で
は
「
同
和
」
と
い
う

名
称
が
無
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
同
和
対
策
事
業
が
同
和
地
区
の

人
々
や
一
部
の
関
係
者
だ
け
の
も
の

で
あ
る
と
い
う
、
誤
っ
た
受
け
と
め

方
を
正
し
た
り
、
ま
た
、
同
和
地
区

の
生
活
環
境
等
の
改
善
を
中
心
と
し

な
が
ら
も
、
周
辺
地
域
と
の
調
和
を

図
ろ
う
と
し
た
か
ら
で
し
た
。

「同
対
法
」
以
後
十
八
年
間
の
同

和
対
策
事
業
に
よ
り
、
人
々
に
偏
見

や
差
別
感
を
与
え
て
い
た
生
活
環
境

等
は
大
き
く
改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
同
和
地
区
の
人
々
に
対

す
る
差
別
意
識
も
弱
め
ら
れ
、
同
和

地
区
内
外
の
住
民
に
よ
る
交
流
も
広

が
っ
て
き
ま
し
た
。
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ん
。
民
主
主
義
の
下
に
お
け
る
個

人
の
権
利
は
、
法
に
よ
っ
て
他
人

や
国
家
権
力
に
よ
る
不
当
な
侵
害

か
ら
保
護
さ
れ
る
と
同
時
に
、
公

一
、
五
月
三
日
は
、
憲
法
記
念
日
で
共
の
福
祉
等
の
要
請
に
よ
り
そ
の

す
。
全
国
の
裁
判
所
で
は
、
毎
年
、
限
界
が
画
さ
れ
、
権
利
の
共
存
が

憲
法
記
念
日
を
中
心
と
す
る
五
月
図
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週
間
を
こ
の
よ
う
に
、
法
に
よ
っ
て
国

憲
法
週
間
と
し
、
法
務
省
や
日
本
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
社

弁
護
士
連
合
会
の
協
力
を
得
て
、
会
秩
序
を
確
立
す
る
こ
と
を
法
の

講
演
会
等
の
各
種
行
事
を
行
っ
て
支
配
と
い
い
、
こ
れ
は
、
民
主
主

い

ま

す

。

義

国

家

に

お

い

て

欠

く

こ

と

の

で

二
、
民
主
主
義
を
基
調
と
す
る
日
本
き
な
い
重
要
な
も
の
な
の
で
す
。

国
憲
法
は
、
法
の
支
配
の
原
則
を
三
、
裁
判
所
は
、
憲
法
の
番
人
と
し

採

用

し

て

い

ま

す

。

て

、

憲

法

や

法

律

に

従

っ

た

公

平

民
主
主
義
は
、
本
質
的
に
は
、
な
裁
判
を
す
る
こ
と
で
、
国
民
の

個
人
の
尊
厳
の
確
保
、
個
人
の
自
基
本
的
人
権
を
守
り
、
正
義
を
実

由
と
平
等
の
保
障
な
ど
を
目
標
と
現
し
、
法
の
支
配
を
維
持
す
る
役

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
日
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

本
国
憲
法
も
基
本
的
人
権
を
広
く
し
か
し
、
民
主
主
義
国
家
に
お

保
障
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
個
け
る
法
の
支
配
を
支
え
る
に
つ
い

人
の
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
る
か
て
、
最
も
重
要
な
の
は
、
国
民
一

ら
と
い
っ
て
も
他
人
の
権
利
と
の
人
一
人
が
自
ら
法
を
守
る
と
い
う

共
存
も
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
姿
勢
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。



婦
人
会だ

よ
り

作
法
教
室
終
了
式

川
内
町
婦
人
会
現
代
作
法
教
室
第

一
回
終
了
式
が
、
三
月
十
六
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
に
有
志
が
集
ま
り
、
手
料

理
を
作
り
ま
し
た
。
午
後

一
時
か
ら

終
了
式
。
そ
の
後
、
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

を
計
画
し
、
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
の
マ

ナ
ー
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら

楽
し
み
ま
し
た
。

乾
杯
の
仕
方
、
お
皿
の
持
ち
方
、

お
皿
へ
の
料
理
の
取
り
方
、
お
箸
の

持
ち
方
、
歩
き
方
な
ど
、
ち
ょ
っ
と

し
た
気
く
ば
り
で
周
囲
の
人
々
に
気

持
ち
よ
く
接
す
る
事
の
出
来
る
マ

ナ
ー
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

以
前
に
も
婦
人
会
だ
よ
り
で
ご
紹

介
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
相
手
の
気

持
ち
を
考
え
、
相
手
に
気
持
ち
よ
く

接
し
て
い
く
行
動
が
マ
ナ
ー
で
あ
る

事
、
又
、
ち
ょ
っ
と
し
た
心
づ
か
い

の
動
作
が
美
し
く
見
え
る
秘
訣
で
あ

る
事
を
改
め
て
勉
強
し
ま
し
た
。

「
少
し
は
上
品
に
な
っ
た
か
し
ら
。
」

「
物
事
に
直
面
し
た
時
、
先
生
に
教

え
て
頂
い
た
事
を
思
い
出
し
て
、
自

信
を
持
っ
て
行
動
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
」

「
も
う

一
年
、
勉
強
し
た
い
。
」

「
成
人
式
の
時
、
き
れ
い
な
毛
の

シ
ョ
ー
ル
を
着
け
た
ま
ま
、
式
に
臨

ん
で
い
た
が
、
あ
れ
は
、
や
は
り

シ
ョ
ー
ル
を
取
っ
て
式
に
参
列
す
べ

き
で
は
な
い
か
し
ら
。
」

「
こ
ん
な
マ
ナ
ー
は
、
幼
稚
園
や
小

学
生
の
頃
か
ら
教
え
た
い
ね
。
」

「
日
常
の
生
活
の
中
で
疑
問
に
思
っ

て
い
る
事
を
、
今
後
も
皆
ん
な
で
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」

等
々
の
会
話
が
あ
り
盛
会
で
し
た
。

先
生
は
、

「私
達
は
女
で
あ
る
と
い
う
個
性
を

生
か
し
な
が
ら
・
・
・
・・
・
。
」
と
話
さ
れ
ま

す。

咽

f 
現代作法教室第一回終了式

こ
の
教
室
に
参
加
し
た
五
十
八
名

は
、
井
関
智
子
先
生
の
魅
力
に
引
か

れ
、
先
生
の
美
し
い
立
ち
居
、
ふ
る

ま
い
の
と
り
こ
に
な
っ
て
し
ま
い
、

第
二
回
終
了
式
を
目
指
し
て
、
も
う

一
年
間
教
室
を
続
け
る
事
に
し
ま
し

た。
新
し
く
、
こ
の
教
室
に
参
加
希
望

さ
れ
る
方
、
大
歓
迎
致
し
ま
す
。
月

二
回
、
土
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
中

央
公
民
館
で
学
習
し
て
い
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
、
婦
人
会
役
員
か
、
教

育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

作
法
力
ル
タ
の
中
か
ら

座
っ
て
る

人
に
渡
す
は

座
る
も
の

渡
す
時
に
は

そ
の
手
よ
く
見
よ

鐘っている人には座って渡そう)

(口紅を付けないように注意)

茶
わ
ん
な
ど

口
紅
を
と
れ

惜
す
ぱ
拭
け

手
の
ク
リ
ー
ム
も

ま
た
注
意
せ
よ

4 

8 

(相手約寺ってから手を放そう)

手
渡
し
は

相
手
ガ
持
つ
を

確
認
し

渡
し
た
万
が

下
が
り
礼
す
る

ゴ
ミ
問
題
コ
ー
ナ
ー

光
岡
、
議
綴
セ
ン
タ
ー
へ
行

き
、
昨
日
燃
し
た
と
骨片
岡
う
炉
の

や
に
、
ご
ろ
ご
ろ
と
』
転
が
っ
て

い
る
焼
け
た
だ
れ
た
ジ
ュ
ー
ス

僚
を
こ
憾
樹
明
い
て
摘
滑
り
ま
し
た
。

計
算
に
よ
る
と
、
ア
ル
ミ
の

ジ
子
i
ス
鉛

一
一
憾
を
炉
に
入
れ

な
い
で
、
金
物
の
事
象
臼
叫
に
曲
尚

す
と
、
り
サ
イ
タ
ル
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
ア
ル
ミ
儀
一
樹
作
る

の
と
、
り
ザ
イ
タ
ル
さ
れ
る
司
ア

ル
ミ
缶
と
を
比
べ
る
と
家
庭
の

間
間
十
ワ
ッ
ト
の
一
一窓

λ

灯
で
な
ん
と

十
時
一一関と
+一一一
十
六
分
間
、
電
気

が
つ
〈
の
だ
そ
う
で
す
。

各
家
庭
に
焼
け
る
物
・
金
物
・

ガ
ラ
ス
綴
の
一
一
一
つ
の
入
れ
物
を

潟
意
し
、
焼
け
る
ゴ
ミ
の
や
へ

ジ
ュ
ー
ス
鉛
や
ピ
ン
類
が
滋
ー
さ

ら
ぬ
よ
ラ
に
し
た
い
も
の
守
で

L

す。



ー

離
任
の
先
生
方

お
世
話
に

な
り
ま
し
た

-
'" 

O
退
職

川
上
小
学
校

教

頭

東
谷
小
学
校

校

長

教

諭

川
内
中
学
校

教

諭

教

諭

O
転
出

川
上
小
学
校

教

諭

渡

部

万

須

美

(
拝
志
小
学
校
へ
)

事

務

職

員

稲

田

加

代

子

(
荏
原
小
学
校
へ
)

上
甲

橋

本

矩

之

渡
部
カ
ヨ
子

桑宮
原内

行美
代幸

東
谷
小
学
校

事

務

職

員

土

居

仁

志

(
県
教
育
委
員
会
へ
)

西
谷
小
学
校

校

長

相

原

俊

雄

(
北
久
米
小
学
校
へ
)

教

頭

明

星

方

夫

(
教
育
セ
ン
タ
ー
へ
)

教

諭

門

田

美

保

子

(
南
吉
井
小
学
校
へ
)

川
内
中
学
校

校

長

直

野

大

蔵

(
城
西
中
学
校
へ
)

頭

平

松

則

重

(
津
和
地
小
学
校
へ
)

教

11多

諭

中

平

葉

子

(
一
本
松
小
学
校
へ
)

諭

松

木

史

郎

(
小
野
中
学
校
へ
)

諭

加

野

淳

一

(
港
南
中
学
校
へ
)

諭

正

岡

洋

介

(
怒
和
中
学
校
へ
)

教
育
委
員
会

教

諭

教教教教

石

川

史

朗

(
雄
新
中
学
校
へ
)

着
任
の
先
生
方

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

O
転
入

川
上
小
学
校

教

頭

近

藤

駿

一

(
天
谷
小
学
校
よ
り
)

諭

和

田

喜

久

美

(
浮
穴
小
学
校
よ
り
)

諭

大

西

恵

子

(
北
吉
井
小
学
校
よ
り
)

諭

葛

原

裕

美

(
吉
田
小
学
校
よ
り
)

諭

元

山

直

美

(

新

任

)

大

西

美

香

教教教教教

諭

-v 

(

新

任

)

笠

井

貴

子

(

新

任

)

事

務

職

員

豊

田

康

二

(
北
山
崎
小
学
校
よ
り
)

東
谷
小
学
校

校

長

宮

内

久

司

(
教
育
セ
ン
タ
ー
よ
り
)

事

務

職

員

村

上

裕

子

(
佐
島
小
学
校
よ
り
)

西
谷
小
学
校

校

長

村

上

伸

二

(
余
土
小
学
校
よ
り
)

教

頭

井

門

正

善

(
渋
草
小
学
校
よ
り
)

教

諭

本

田

知

嗣

(
荏
原
小
学
校
よ
り
)

川
内
中
学
校

校

長

神

山

朋

也

(
睦
月
中
学
校
よ
り
)

頭

大

森

理

(
久
谷
中
学
校
よ
り
)

諭

川

上

斉

睦

(
素
鷲
小
学
校
よ
り
)

諭

近

藤

陵

二

(
河
北
中
学
校
よ
り
)

諭

田

弁

公

子

(
中
島
東
小
学
校
よ
り
)

諭

福

島

裕

美

(

新

任

)

教

諭

教教教教教

-9-



カメラ

レポート

3/19三恵ホーム身体障害者療護施設に郵便ポスト

お目見え

施設入所者が、いつでも自由に利用できるよ

うにと、このほど郵政省が愛のある郵政行政推

進の一環として設置したポストのテープカット

が19日行われました。

3/24福祉祭

体育協会主催による福祉祭が、 24日

川中で行われチャリティーソフトボー

ル、チャリティーバザーによる募金

181，513円がこのほど社会福祉協議会

に寄付されました。

‘ 

三土下九井惣保永徳日 民生 5/12 
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り う た し1
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都市型公園としてこのほど完成した南方東公園

い
中
学
校
新
入
生
(
川
名
)
を
対
象
と
し
た
自
転
車
教
室

計135名

107名
14名

14名

52名
8名

10名

上

谷

谷

川

東

西

上

谷

谷

川

東

西

4/8小学校入学式

4/11幼稚園入園式 4歳児

落出隠道出口に設置された桜三里(中山越)案内図

桜三里のゆらい

「桜三塁を夜で越す時にや親にや是非ない

妻恋し」と唄って交通の難所と言われた…。 計 70名

子

先
生
が

旬
E
A

旬

E
A

サ
ー
ク
ル
紹
介

川
内
町
ヨ

l
ガ
健
康
会

健
康
に
な
り
た
い
方
、
も
っ
と
健
康
に
な
り
た
い
方
、
そ
ん
な
あ
な

た
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
、
自
由
に
入
会
で
き
ま
す
。

「ヨ

1
ガ
は
、
む
ず
か
し
い
の
で
は
」
と
い
う
心
配
は
ご
無
用
。

自
分
の
体
に
合
っ
た
ヨ

l
ガ
術
を
、
日
本
ヨ

l
ガ
会
、
愛
婦
ヨ

1
ガ

連
盟
の金

誕
生
/
-

川
内
町
ヨ

l
ガ
健
康
会

キナ

高己

親
切
て
い
ね
い
に
指
導
。

(
日
時
)

毎
週
水
曜
日
午
後
一
時

三
一
十
分
J
三
時
の
間

(
場
所
)

川
内
町
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー

(
会
費
)

月

額

千

円

J
二
千
円
程

度
※
入
会
ご
希
望
の
方
、
又
は
、

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、

直
接
会
場
に
お
い
で
下
さ



参考. 2年度赤十字社員増強運動期間中実績額 }II内分間

一般社資一般社資

920，000 1"".""，，，，，1 1，108，300 千三4Lτ討実績額l
入社資 1""""''''''1法人社資
97，000 287，000 

赤
十
字
社
員
層
強

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
巴
つ
い
て

一
戸
に
一
人
は
、
赤
十
字
社
員
を
l

皆
さ
ん
に
は
、
平
素
か
ら
赤
十
字

事
業
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
は
、
世
界
各
国
の

赤
十
字
社
と
手
を
つ
な
ぎ
人
々
の
幸

福
と
世
界
平
和
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
赤
十
字
の
活
動
は
、
皆
さ
ん

方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
に
よ
っ
て

進
め
ら
れ
て
お

り
、
赤
十
字
で
は

そ
の
使
命
を
達
成

す
る
た
め
、
本
年

も
五
月
を
中
心
に

「
赤
十
字
社
員
増

強
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
展
開
い
た

し
ま
す
の
で
、

何
卒
皆
さ
ん
方
の
温
か
い
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

社
費

五
百
円

社
I~込

-;L三

善福
意祉
の、協

達費
付;五i

tだ
感よ

守り

平
成
二
年
度
ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
、

社
会
福
祉
事
業
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
十
六
件
百
五
十
九
万
六
千
八
十
円

に
も
上
る
善
意
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
の
寄
付
は
、
川
内
町
の
福
祉
を

推
進
す
る
た
め
の
費
用
と
し
て
有
効

に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

紙
面
を
お
借
り
し
て
、
ご
芳
志
に
対

し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(
敬
称
略
・
順
不
同
)

甘

井

清

務

(

井

内

中

)

川
内
町
さ
っ
き
愛
好
会

高

須

賀

良

之

(

永

野

)

4 

川
内
町
建
設
業
者
組
合

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

大
野
義
明
(
惣
田
谷
下
)

天
理
教
川
上
教
会

高

岡

正

明

(

永

野

)

山

本

典

二

(

茶

堂

)

仲
よ
し
母
親
ク
ラ
ブ

高
須
賀
悦
男
(
徳
士
口
)

老
人
ホ

l
ム
ガ
リ
ラ
ヤ
荘

近

藤

忠

憲

(

問

屋

)

松
本
誠
人
(
中
之
町
)

菅

野

清

志

(

原

沖

)

高

須

賀

仁

(

板

戸

)

o 

植
え
て
は
い
け
な
い

け
し
を
ご
存
じ
で
す
か
松山中央保健所

η
4
 

1
よ

野
や
山
に
き
れ
い
な
花
の
咲
く
季

節
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
庭

先
な
ど
に
「
大
麻
」
や
「
植
え
て
は

い
け
な
い
け
し
」
を
栽
培
し
た
り
、

自
生
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
ら

は
、
法
律
に
よ
っ
て
、
許
可
な
く
み

だ
り
に
植
え
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

県
で
は
、
け
し
の
花
が
咲
く
五
月

と
六
月
に
「
不
正
大
麻
、
け
し
撲
滅

運
動
」
を
実
施
し
、
正
し
い
知
識
の

普
及
や
、
不
正
栽
培
の
大
麻
・
け
し

の
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
栽
培
し
て
よ
い
け
し
と

い
け
な
い
け
し
の
簡
単
な
見
分
け
方

を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
お

近
く
の
け
し
の
花
に
注
意
し
て
鑑
賞

し
て
下
さ
い
。

O
植
え
て
よ
い
け
し

-
全
体
に
弱
々
し
い
感
じ

・
草
丈
は
、
比
較
的
低
い

(ω
側、
BEEF
、
別
叩
)

-
葉
や
茎
の
表
面
に
粗
い
毛
が
生

え
て
い
る

4 

-
葉
は
、
あ
ざ
や
か
な
緑
色
を
し

て
い
る

0

・
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し

-
見
た
目
に
た
け
だ
け
し
い
感
じ

・
草
丈
は
、
比
較
的
高
い

(
1
m
l
u
m
)
 

-
葉
や
茎
に
は
ほ
と
ん
ど
毛
が
無

・
葉
や
茎
は
、
ろ
う
が
か
っ
た
白

緑
色
を
し
て
い
る

-
棄
は
、
太
い
茎
を
半
ば
抱
く
よ

う
な
形
で
つ
い
て
い
る
。

会
花
の
色
や
花
び
ら
の
数
で
は
区
別

で
き
ま
せ
ん
。

ご
近
所
で
「
大
麻
」
や
「
け
し
」

を
発
見
し
た
場
合
や
、
「
大
麻
」
や
「
け

し
」
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な
い
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
保
健
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

松
山
中
央
保
健
所

松
山
市
北
持
田
町
一
三
ニ

T
E
L
四
一
|
一
一
一
一

内

線

二

六

一

4 



栄
養
学
級
の

受
講
者
募
集
!

自
分
の
健
康
、
家
族
の
健
康
に
自

信
が
あ
り
ま
す
か
?
食
生
活
を
改
善

す
る
と
成
人
病
と
ガ
ン
の
大
部
分
が

予
防
で
き
ま
す
。
お
い
し
く
て
体
に

よ
い
食
事
の
し
か
た
を
学
習
し
ま
せ

ん
か
。

一
、
日
程
・
時
間
・
内
容

日 程
講 義 調理実習及び試食
9・30 10 : 30 13 : 00 

l 5月28日(火) 開講式・オリエンァーション パ フ ンス食

2 6月20日(木) 食品と台所の衛生

3 8月1日(木) 健康づくりと栄養

4 9月3日(火) 栄養の基礎知識

5 10月22日(火) 栄 養 生 理

6 11月22日(金) 調 理 の 科 ヲ山ユ

7 12月10日(火) 成 人 病 予 防

8 1月21日(火) 献 立 作 成

9 2月25日(火) 修 了 式

2・

、

場

所

、
修
了
者

四
、
費

玉
、
申
込
み 用

健
康
セ
ン
タ
ー

開
講
日
九
回
の
う
ち

七
回
以
上
参
加
し
た

人
を
修
了
者
と
し
、

修
了
証
書
を
授
与
し

ま
す
。

調
理
実
習
の
み
個
人

負
担
(
一
回
五
百
円

程
度
)

五
月
二
十
日
ま
で
に

健
康
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

食
事
の
こ
と
栄
養
の
-
}
と

女
性
に
頼
り
き
っ
て
い
ま
せ
ん
か
?

2回目以後の調理実習は参加者の希望により内容を決定します。

男
の
人
の
た
め
の
栄
養
学
級

一
、
日
時
六
月
十
一
日
(
火
)

九
時
三
十
分

J
十
三
時

健
康
セ
ン
タ
ー

「
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
に
つ
い

て」栄
養
士
の
話
と
調

理
実
習

六
月
五
日
ま
で
に

健
康
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

内場

四
、
申
込
み 容 所

-. 
温
泉
と

サ
ウ
ナ
を
考
え
る

健
康
情
報
シ
リ
ー
ズ
④

川
温
泉
に
は
い
る
と
き

川
注
意
し
だ
い
こ
と

温
泉
浴
は
か
な
り
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し

ま
す
。
長
旅
の
あ
と
な

ど
で
、
か
ら
だ
が
疲
れ

て
い
る
と
き
は
、
し
ば

ら
く
休
息
し
て
か
ら
入

る
よ
う
に
し
ま
す
。
食

事
、
飲
酒
の
直
後
や
空

腹
時
の
入
浴
も
避
け
ま

す
。か

ら
だ
を
温
泉
に
慣

ら
す
た
め
、
十
分
に
か
か
り
湯
を
し

て
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
浴
槽
に
入
り

ま
す
。

入
浴
回
数
は
、
多
く
て
も

一
日
四

固
ま
で
と
し
ま
す
。
高
齢
者
、
乳
幼

児
、
か
ら
だ
の
弱
い
人
は
、
一
日
二

回
が
限
度
で
す
。
そ
れ
以
上
入
る

と
、
食
欲
不
振
、
だ
る
さ
、
め
ま
い
、

悪
寒
、
不
眠
な
ど
を
お
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
昔
は
温
泉
の
効
き
め
が

あ
る
証
拠
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
症
状
を
「
湯
あ
た

り
」
と
い
い
、
か
ら
だ
か
ら
の
警
告

1111111111111111111111111 

入
浴
回
数
と

入
浴
時
間
に
つ
い
て

O
健
康
な
人
で
も
一
日
四
回
が
限

度

? 

で
す
。
入
浴
を
や
め
れ
ば
多
く
の
場

合
、
速
や
か
に
治
り
ま
す
。

O
熱
め
の
と
き
は
短
時
間
で
、
ぬ
る

め
の
湯
に
は
ゆ
っ
く
り
と

温
泉
の
湯
が
高
温
で
あ
る
ほ
ど
短

時
間
に
し
、
低
温
の
と
き
は
長
く
し

ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
汗
が
流

れ
出
し
た
り
、
動
俸
が
激
し
く
な
る

の
は
、
度
が
過
ぎ
た
入
り
方
で
す
。

浴
槽
の
湯
温
が
熱
め
の
と
き
は
、

な
る
べ
く
湯
口
か
ら
難
れ
た
、
ぬ
る

め
の
場
所
を
選
ぶ
と
よ
い
で
し
ょ

〉フ。
入
浴
中
の
姿
勢

浴
槽
の
縁
を
枕
に
、
水
の
浮
力
を

利
用
し
て
、
の
び
の
び
と
浮
い
た
姿

勢
で
入
り
ま
す
。
こ
れ
で
、
胸
な
ど

に
か
か
る
水
圧
の
影
響
を
軽
く
で
き

ま
す
。
入
浴
中
、
か
ら
だ
の
一
部
分

を
動
か
す
の
も
、
筋
力
を
高
め
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。

入
浴
後
に
注
意
し
た
い
こ
と

入
浴
後
、
か
ら
だ
を
石
け
ん
で

洗
っ
た
り
、
真
水
で
流
す
の
は
、
せ
っ

か
く
肌
に
つ
い
て
温
泉
成
分
を
洗
い

落
と
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
皮
膚
に

つ
い
た
成
分
は
徐
々
に
体
内
に
浸
入

し
て
い
く
の
で
、
軽
く
水
滴
を
ぬ
ぐ

う
程
度
に
し
ま
す
。

入
浴
後
は
休
息
が
必
要
で
す
。
健

康
な
人
で
も
、
温
泉
入
浴
で
お
こ
っ

た
生
理
的
変
化
が
、
も
と
の
状
態
に

も
ど
る
の
に
か
な
り
の
時
聞
が
か
か

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

nJ
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子どもは

いつも主人公

応援します

児童手当

児
童
手
当
と
は

児
童
手
当
は
、
国
・

県
・
町
と
事
業
主
が
費
用

を
持
ち
あ
い
、
児
童
を
養
育
す
る
人

に
児
童
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ

り
、
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定

と
、
次
代
の
社
会
を
に
な
う
児
童
の

健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

児
童
手
当
を
う
け
ら
れ
る
人

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
含
む

十
八
歳
未
満
の
児
童
を
を
二
人
以
上

養
育
し
て
い
る
方
で
収
入
が
一
定
の

額
末
満
の
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
自
分
の
お
子
さ
ん
で
な
く
て

も
、
そ
の
児
童
を
監
護
し
、
一
定
の

生
計
関
係
が
あ
れ
ば
受
給
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

|含に 就 や 病 ー に は義 l
lま就学む弱日お満務 l
lれ学困を、以け六 教 l

iまし難得発前る歳育 l
iすてとな育の最に就 !

い認い不児初達学 !
なめ事完童のし前 |
いら由全を三たの l
児れのそい月日児 i
童、たのい三以童|
が現め他、十後と|

児
童
手
当
の
額

児
童
手
当
は
、

二
番
目
の
児
童
に
は
、

月

額

二

千

五

百

円

三
番
目
以
降
の
児
童
に
は
、

.. 

一
人
に
つ
き
月
額
五
千
円

が
義
務
教
育
就
学
ま
で
支
給
さ
れ
ま

す。
な
お
、
二
月
、
六
月
、
十
月
に
そ

れ
ぞ
れ
前
月
ま
で
の
手
当
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
例
給
付
と
は

特
例
給
付
は
、
昭
和
六
十
一
年
六

月
か
ら
平
成
三
年
五
月
ま
で
の
問
、

児
童
手
当
の
役
割
を
補
完
す
る
た
め

の
も
の
と
し
て
、
児
童
手
当
の
所
得

要
件
に
該
当
し
な
い
た
め
、
児
童
手

当
を
受
け
ら
れ
な
い
被
用
者
ま
た
は

公
務
員
の
う
ち
、
収
入
が
二
疋
の
額

未
満
の
方
に
全
額
事
業
主
の
負
担
に

よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

特
例
給
付
の
額

特
例
給
付
の
額
は
、
児
童
手
当
の

場
合
と
同
じ
で
す
。

|て先祉受方給児 l
i下 )諜けで資童 |
さへ(て、格手 l

iい申公いまが当
。 請 務 なだあや
の員い手る特

l 手の方当と例
続方はの恩給
きは役支わ付
を勤場給れの
し務福をる受{

• . 
. 
• 

部
の

おはなし

税
務
署
の
処
分
に

不
服
の
と
き

税
務
署
に
申
告
し
た
所
得
や
税
額

が
少
な
か
っ
た
り
、
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
申
告
し
な

か
っ
た
と
き
は
、
税
務
署
長
は
、
調

査
し
た
結

果
に
基
づ

き

、

更

正
、
決
定

や
差
押
え

な
ど
の
処

分
を
行
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
処
分
に

不
服
の
あ
る
と
き
は
、

14 

ま
ず
、
税
務
署
に

臨
時
議
の
申
立
一
て
を

税
務
署
に
、
処
分
の
通
知
を
受
け

た
日
の
翌
日
か
ら
二
か
月
以
内
に

「
異
議
申
立
て
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
署
で
は
、
そ
の
処
分
が
正
し

か
っ
た
か
ど
う
か
、
あ
ら
た
め
て
見

直
し
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
納
税
者

に
通
知
し
ま
す
(
異
議
決
定
)
。

③審査請求

(異議決定力、らlか月以内)
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な
お
平
騒
が
あ
る
と
き

は
審
査
請
求
を
・
・
:
:
。

異
議
決
定
を
受
け
た
が
、
な
お
処

分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
異
議
決

定
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら

一
か
月
以
内
に
、
国
税
不
服
審
判
所

に
「審
査
請
求
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
税
不
服
審
判
所
で
は
、
審
査
請

求
人
の
不
服
の
内
容
を
中
心
に
審
査

し
、
そ
の
結
果
を
通
知
し
ま
す
(
裁

決)。
(
注
)
青
色
申
告
を
し
て
い
る
方
は
、

異
議
申
立
て
を
し
な
い
で
、
直
接
、

国
税
不
服
審
判
所
に
審
査
請
求
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

題
税
…
一
不
駿
一
審
判
所
と
は
・
.. 

国
税
不
服
審
判
所
は
、
納
税
者
の

正
し
い
権
利

・
利
益
を
救
済
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
税
務
署
や
国
税

局
か
ら
独
立
し
た
別
個
の
機
関
で

す。
な
お
、
審
査
請
求
人
に
不
利
益
と

な
る
よ
う
な
処
分
の
変
更
を
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
不
騒
が
あ
る
と
き
は
・
.
，

国
税
不
服
審
判
所
の
裁
決
を
受
け

A 
た
が
、
な
お
処
分
に
不
服
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら

三
か
月
以
内
に
裁
判
所
に
訴
訟
を
起

こ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
税
は
便
利
な

振
替
納
税
制
度
を

町
税
等
の
便
利
な
納
税
方
法
と
し

て
振
替
納
税
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
銀
行
、
農
協
な
ど
の
預
金
口

座
か
ら
の
振
替
に
よ
っ
て
、
納
税
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
制
度
を
ご
利
用
さ
れ
る
方

は
、
預
金
先
の
金
融
機
関
の
窓
口

へ
、
届
出
て
い
る
印
鑑
を
持
っ
て
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
手
続
き

を
行
っ
た
翌
月
分
よ
り
振
替
納
付
が

出
来
ま
す
。

口
座
振
替
の
出
来
る
金
融
機
関
は

次
の
と
お
り
で
す
。

伊
予
銀
行
川
内
支
盾

愛
媛
銀
行
見
奈
良
支
庖

愛
媛
信
用
金
庫
横
河
原
支
庖

川
上
農
業
協
同
組
合

三
内
農
業
協
同
組
合

. . 重心
あれこれ

ii〈年
年
金
子
帳
は
、
厚
生
年
金
、
国
民

年
金
に
は
じ
め
て
加
入
し
た
と
き
に

交
付
さ
れ
ま
す
。

年
金
手
帳
に
は
、
加
入
制
度
ご
と

に
あ
な
た
だ
け
の
記
号

・
番
号
が
記

載
さ
れ
て
お
り
、
年
金
の
加
入
記
録

は
こ
の
記
号
番
号
で
す
べ
て
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。

勤
め
先
が
変
わ
っ
た
場
合
で
も
、

最
初
に
交
付
さ
れ
た
年
金
手
帳
を
新

し
い
勤
務
先
に
提
出
し
、
一
生
の
間

一
冊
の
年
金
手
帳
を
使
用
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

年
金
手
帳
を
二
冊
以
上
持
っ
て
い

る
と
き
ゃ
な
く
し
た
と
き
、
氏
名
が
変

わ
っ
た
と
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

年
金
を
受
け
る
ま
で
は
、
一
冊
の

年
金
手
帳
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

-v 

敬
称
略
)

籍

の

窓

戸

(
三
月
分
受
付

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

西 下 下 板
住

古
所

市 沖 沖 戸

梅 渡 渡 横
保

崎 音日 音日 fJl 
護

博 賢 哲 イ変
者

之 治 血 夫

長 長 続

女 男 男 男 柄

綾 祥 耕 祐 名

香 平 土 前

3 3 3 3 
生. . . 
年

3 3 2 2 
月. . . . 

15 1 21 27 日

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

井 ⑮ 曲 井 τ口士二f 買リ 板 斉 11 茶

院 住

内 原 コ日主主 軒 内 之 之
之 所

西 田 屋 里 上 久 内 戸 坂 木 鼻 主，.>.L<，主. 

菅
高須

中 仙 手口 東 十目 宇
高須賀

渡 東
高須賀

キ目
氏

野 賀 }II 波 田 原 高 音日 原

キ
郎鉄次

銭 サ イ タ 安 平日 雪
ヨ カ ネ 太 五 名
、、、、 市 ヱ 茂 チ 計 ヨ 停 良HJi!s 幸 松

92 93 82 80 77 87 71 92 73 79 90 62 80 齢年

菅
高賀須

中 イ山 和 東 本目 宇
賀高須

渡 東
賀高須

中目
世

野 }II 波 田 原 高 部 原
帯

喜 鉄 簸 サ 義 省 健 雪
次 カ 王

市 郎 市 ヱ 茂 止 言十 晴 停 幸 松

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 死. . . . . . . . . . . . 亡
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 年. . . . . . . . . 月
30 29 29 28 27 18 18 15 10 12 6 6 2 日
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円一げヲパ七
菜
の
花
や
駅
伝
コ
ー
ス
の
折
り
返
し

松

田

次

生

土
筆
摘
み
音
の
我
に
ふ
っ
と
返
る

大

下

典

子

磯
釘
の
指
先
痛
き
余
寒
か
な

池
川

5月健康センターだより
7日附 三種混合予防接種(センター)

8日(村 健康教育(センター)

10日働 こころの健康相談(センター)

IJ 成人健康相談(センター)

14日附 ポリオ生ワクチン投与(センター)

16日同 歯科検診フッ素サホライド塗布

(センター)

20日間 滑川健康相談(海上・九騎

生活改善センター)

23日附 胃・子宮・大腸'~Iしがん検診(センター)

24日幽 胃・子宮・大腸・乳がん検診(センター)

27日伺) 3歳児健康診査(センター)

28日附 栄養学級(センター)

30日同 育児相談(センター)

31日働 三種混合予防接種(センター)

毎月曜日 不用犬買い上げ

毎水曜日 健康相談、栄養相談

妊婦健康相談・母子手帳交付(センター)

機能回復訓練事業(ガ リラヤ荘)

当番医

3日絵) 泉内科(南方) 66-2226 

4日国 辻井内科(田窪) 64-0013 

5日(日) 西村医院(志津川) 64-2461 

6日伺) 友愛内科小児科(水泥町) 76-6262 

12日(日) 北上整形外科(平井町) 75-3753 

19日(臼) 永山内科(北梅本町) 76-1788 

26日(日) 国立療養所愛媛病院(横河原) 64-2411 

夫
ヘ
渡
す
靴
ベ
ラ
硬
き
余
寒
か
な

菅

野

美

岬

春
笥
の
息
確
か
む
る
鍬
の
先

大

石

美

紗

白
と
子
の
話
の
弾
む
土
筆
か
な

田
中
笹
子

春
愁
や
温
泉
の
外
は
山
と
川

渡

部

栄

樹

造
成
地
野
に
か
え
り
け
り
つ
く
し
ん

ぼ

樋

口

史

子

そ
れ
と
な
く
ひ
と
待
ち
に
け
り
半
仙

戯

戒

能

多

喜
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V11議
E

後
半
か
ら
、
日
本
茶
は
紅
茶
や
ウ

…

町

、

注

覧

会

議

温

|

口

ン

茶

に

押

さ

れ

て

、

消

費

量

一

A
山
リ
リ
川
一
胤
臨
闘

が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク

一

備

1

1

・

が
昭
和
田
十
八
年
度
で
、
一
人
当

一

一

新
緑
の
季
節
に
な
る
と
、

『茶
摘
た
り
年
間
千
二
十
五
グ
ラ
ム
で
し

九

一

み
』

(
文
部
省
唱
歌
)
の
歌
を
思
た
が
、
平
成
二
年
度
は
一
人
当
た

一

一

い
出
す
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
た
り
七
百
四
十
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い

一

一

す

き

が

け

に

す

げ

の

笠

の

い

で

立

ま

す

。

一

一
ち
で
手
摘
み
を
す
る
光
景
は
、
い
し
か
し
、
こ
の
と
こ
ろ
の
健
康

一

一
ま
で
は
観
光
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
し
志
向
で
、
お
茶
は
自
然
が
く
れ
た

一

一
か
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
最
高
の
保
健
飲
料
と
し
て
、
再
認
一

ん
し
た
。
し
か
し
、
手
摘
み
さ
・
・
回
議
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
一

一
れ
た
新
茶
を
口
に
す
る
う
れ

.

.

 

と
こ
ろ
で
、
単
に
も
山
に

町

一
し
さ
は
い
い
ま
も
変
わ
り
ま
議
圃
・
も
若
葉
が
茂
る
。
季
節
に
合

一

一
せ
ん
。

E--圃
わ
せ
て
、
三
月
か
ら
五
月
に

一

一

茶
摘
み
の
時
期
は
場
所
に
-
』
・
・
・
か
け
て

「国
土
緑
化
運
動
」

町

一
よ

っ

て

違

い

ま

す

が

、

だ

い

薗

・

が

行

わ

れ

ま

す
。
そ
の
中
心

一

一
た
い
八
十
八
夜
あ
た
り
か
ら
圃
・
・
と
な
る
行
事
が
「
全
国
植
樹
一

一
最
盛
期
に
な
り
手
。
八

十

園

・

祭

」

で

す

。
今
年
は
五
月
二
九

一
八
夜
と
い
う
の
は
、
立
春
か
ら
八
十
六
日
(
日
)
に
、
京
都
府
宇
治
市
一

一
+
八
日
自
の
こ
と
で
、
今
年
は
五
の
「
府
民
ふ
れ
あ
い
の
森
」
で
開

一

…
月
二
日
が
そ
の
日
に
当
た
り
ま
す
。
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一

一

新

茶

と

呼

ば

れ

る

の

は

、

い

わ

マ

イ

、
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一

ゆ

る

一

番

茶

の

こ

と

で

、

四

月

の

診

U

F
、私
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一
中

ご
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か

ら

六

月

初

め

く

ら

い

に

〈

一

拍

ν
与

与

一

…
摘
ん
だ
茶
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

〉

て

γ
u
w

一

一

最

近

は

、

保

存

・

包

装

の

技

術

が

之
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二

コ

圃

句

、
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一
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、

普

及

し

、

新

茶

の
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と

香

〈
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v
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-
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